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2014
（平成 26 年）

第 98 号

今月の主な内容

2

今月の表紙
　１月 12 日、平成 26 年紀美野町消防訓練初め
式が農村総合センターで行われ、式典終了後、
同センター下の河原で放水訓練が実施されまし
た。【４面に関連記事】
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平成 24 年度決算の公表

 ( 単位：万円 )

会　計　区　分 歳　入 歳　出 差　引
一　般　会　計 79億2,091 74億6,729 4億5,362

特別会計

国民健康保険事業 16億　956 15億6,105 4,851
国民健康保険
直営診療所事業 7,982 7,745 237

野上簡易水道事業 7,952 6,014 1,938
美里簡易水道事業 1億2,707 1億2,613 94
農業集落排水事業 2,646 2,610 36
介護保険事業 16億　750 15億8,142 2,608
のかみふれあい
公園運営事業 4,089 3,580 509

後期高齢者医療 3億5,495 3億5,377 118

企業会計 上水道事業会計
（収益的収支） 1億　878 9,836 1,042

参考）
「公債費」･･･ 借金等の償還に要する経費
「民生費」･･･ 社会福祉、身体障害者、高齢者、児童福祉、生活保護及び災害救助関係に要する経費

１世帯当り
使われたお金
1,633,265円

１世帯当り納めたお金
187,521円

世帯数 4,572戸

町民 1 人当り
使われたお金
726,885円

町民１人当り納めたお金
83,456円

人口 10,273人
（平成25年3月31日現在）

3 面に続く

一般会計決算は、歳入総額 79 億 2,091 万円、歳出総額 74 億 6,729
万円で差引残高 4億 5,362 万円となり、そのうち翌年度へ繰越すべき
財源の 6,024 万円を差し引いた 3億 9,338 万円が実質収支（黒字）と
なりました。
平成 24 年度末地方債現在高は、104 億 1,415 万円となり、対前年比 5億 2,865 万円の減額となりました。平
成 24 年度財政調整基金残高は、10 億 7,242 万円となり、対前年比 1億 7,594 万円の減額となりました。
歳出目的別では、公債費が 22・4％、民生費が 20・5％とこれらが多くを占めることとなりました。
地方自治体の財政は、極めて厳しい状況が続いています。しかし、限られた財源の中で、行政効率の向上
をめざし、効果あるサービスを提供していきます。
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地方債残高の状況

平成 23 年度末
現在高

平成 24 年度
発行額

平成24年度償還額 平成 24 年度末
現在高元金 利子 計

109億43 9億91 15億20 1億55 16億75 104億14

町税の内訳

現年課税分 滞納繰越分 合計
市 町 村 民 税 3億5,314 459 3億5,773
固 定 資 産 税 4億4,145 272 4億4,417
軽 自 動 車 税 2,956 31 2,987
町 た ば こ 税 2,518 0 2,518
入 湯 税 40 0 40
合　　　 計 8億4,973 762 8億5,735

消
防
団
第
６
分
団
に

　
　
　
　
　
　

感
謝
状
を
贈
呈

浦
氏
は
、
昭
和
23
年
に
小
川
村

役
場
に
奉
職
し
、
町
村
合
併
後
の

野
上
町
役
場
で
は
税
務
課
長
、
総

務
課
長
、
参
事
等
を
歴
任
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
55
年
４
月

か
ら
平
成
４
年
４
月
ま
で
３
期
12

年
間
収
入
役
を
務
め
ら
れ
、
合
わ

せ
て
約
44
年
間
に
わ
た
り
地
方
自

治
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
11
月
に
満
88
歳
の
お
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
、
高
齢
者
叙
勲
瑞

宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　長谷集会所が完成し、12 月 18 日に町、地
元関係者ら 22 人が出席して、竣工式が行われ
ました。
　完成した集会所は、鉄骨造平屋建て、延べ床
面積 177.98㎡で、間取りは、集会室と調理室、
玄関・ホール等となっています。
　今後は、地区住民の文化、交流活動の場とし
て大いに活用されます。

待望の集会所　完成！

寺本町長と木下孝一分団長

長谷集会所

（単位：百万円）

（単位：万円）

12
月
４
日
、
紀
美
野
町
消
防

団
第
６
分
団
（
平
吉
見
）
に
対

し
、
平
成
15
年
か
ら
10
年
の
長

き
に
わ
た
り
普
通
救
命
講
習
会

等
で
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

使
用
し
た
救
命
処
置
を
受
講
さ

れ
、
応
急
救
護
技
術
の
普
及
啓

発
に
努
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
寺
本
町
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
23
日
、
橋
本
市
で
開
か
れ

た
「
和
歌
山
県
花
を
愛
す
る
県
民

の
集
い
」
に
お
い
て
、
長
年
に
わ

た
る
地
域
の
花
づ
く
り
活
動
に
よ

り
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
に
対
し
、
下

佐
々
老
人
ク
ラ
ブ
園
芸
ク
ラ
ブ

（
代
表　

田
伏
利
夫
氏
）
に
平
成

25
年
度
「
和
歌
山
県
花
を
愛
す
る

県
民
の
集
い
」功
労
者
感
謝
状
が
、

ま
た
、
長
谷
地
区
（
区
長　

神
谷

敏
雄
氏
）
に
平
成
25
年
度
和
歌
山

県
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
功
労
者

知
事
感
謝
状
が
そ
れ
ぞ
れ
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章　

受
章

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

浦　鳴弓 氏（88）
（福井）

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進
に
よ
り

２
団
体
に
感
謝
状
!!

下
佐
々
老
人
ク
ラ
ブ
園

芸
ク
ラ
ブ
・
長
谷
地
区

生
活
改
善
実
行
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

平
成
18
年
に
区
長
会
で
申
し
合
せ
た
生
活
改

善
を
趣
旨
と
し
た
取
り
決
め
で
す
。

　

町
民
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

な
お
、
生
活
改
善
の
慶
弔
ハ
ガ
キ
は
区
長
会

で
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
入
用
の
方

は
各
区
長
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
（
１
枚
10
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。）

「
粗
供
養
」、「
満
中
陰
志
」、「
見
舞
い
返
し
」

な
ど
の
廃
止

紀
美
野
町
区
長
会
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平
成
26
年
紀
美
野
町
成
人
式

が
、
１
月
12
日
（
日
）
午
後
１

時
30
分
か
ら
中
央
公
民
館
で
開
か

れ
、
艶
や
か
な
晴
れ
着
や
新
し
い

ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
84

人
が
出
席
し
ま
し
た
。
町
内
で
成

人
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
平
成
５

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
１
０
５

人（
男
性
57
人
、女
性
48
人
）で
す
。

式
で
は
、
国
歌
、
紀
美
野
町
民

歌
斉
唱
の
後
、
新
成
人
の
紹
介
、

寺
本
町
長
の
挨
拶
、
来
賓
祝
辞
が

１
０
５
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

平
成
26
年　

紀
美
野
町
成
人
式

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
お
い
て
、

運
動
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

運
動
は
し
た
い
が
、
き
っ
か
け

が
・
・
・
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ

ン
っ
て
ど
う
や
っ
て
使
う
の
？　

等
、
関
心
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。
効
果
的
な

運
動
の
方
法
を
知
り
、
気
持
ち
良

い
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
。

■
①
２
月
13
日
（
木
）

　

②
２
月
27
日
（
木
）

　

※
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

■
時　

間

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場　

所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

■
講　

師　

健
康
運
動
指
導
士　

川
村
護
先
生

　
（
う
い
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
）

■
定　

員　

①
②
い
ず
れ
も
30
名

■
持
ち
物　

上
用
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

シ
ュ
ー
ズ
・
飲
み
物

◎
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い

　

保
健
福
祉
課

　

℡
４
８
９
‐
９
９
６
０

あ
り
、
最
後
に
、
新
成
人
を
代
表

し
て
西
川
由
華
さ
ん
（
小
畑
）
か

ら
「
今
日
ま
で
私
た
ち
を
育
て
、

励
ま
し
、
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し

た
家
族
や
先
生
方
、
地
域
の
皆
様

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
自
分
の

可
能
性
を
信
じ
、
自
分
自
身
で
未

来
を
築
い
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。」
と
お
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
、
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

式
後
、
記
念
撮
影
が
あ
り
、“
成

人
の
一
歩
”
を
カ
メ
ラ
に
納
め
ら

れ
ま
し
た
。

会
場
内
は
久
し
ぶ
り
に
会
う
旧

友
た
ち
と
楽
し
く
語
り
あ
っ
た

り
、
写
真
を
撮
り
合
っ
た
り
と
終

始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座

受
講
者
募
集

町
民
の
安
全
と
安
心
な
暮
ら
し
を
願
っ
て

平
成
26
年　

紀
美
野
町
消
防
訓
練
初
め
式

紀
美
野
町
消
防
訓
練
初
め
式

が
、
１
月
12
日
（
日
）
午
前
９
時

か
ら
紀
美
野
町
農
村
総
合
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
消
防
団
員
、
消

防
職
員
総
勢
６
０
５
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

式
典
で
は
、寺
本
町
長
の
式
辞
、

家
本
消
防
長
の
訓
示
の
後
、
団
員

表
彰
、
新
入
団
員
（
12
名
）
の
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
紀

美
野
町
吹
奏
楽
団
の
演
奏
に
よ

り
、
一
層
式
典
が
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

式
典
終
了
後
、
分
列
行
進
、
同

セ
ン
タ
ー
下
の
河
原
で
放
水
訓
練

が
行
わ
れ
、
一
糸
乱
れ
ぬ
消
防
職

団
員
の
行
動
か
ら
、
町
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
と
い
う
士
気
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

新入団員の皆さん

お礼の言葉を述べる西川由華さん

団員を観閲する寺本町長ら

分列行進
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今
回
は
、
大
阪
か
ら
梅
本
地
区

へ
移
住
し
て
来
ら
れ
た
稲
毛
さ
ん

ご
夫
婦
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
に
田
舎
暮

ら
し
が
し
た
い
」
と
い
う
こ
と
で

移
住
を
決
意
！
何
度
も
紀
美
野
町

を
訪
れ
、
生
石
高
原
中
腹
に
位
置

す
る
天
空
の
古
民
家
に
入
居
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
、
ご
主
人
は
緑
花

木
栽
培
の
研
修
を
受
け
、
奥
様
は

ご
自
宅
の
古
民
家
を
彩
る
努
力
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
夫
婦
で
農
家

民
泊
を
始
め
る
準
備
も
進
め
て
い

12
月
23
日
（
祝
・
日
）、
小
川

の
郷
“
冬
の
星
ま
つ
り
”（
小
川

寄
合
会
主
催
）
が
小
川
小
学
校
で

開
か
れ
、
多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

同
校
体
育
館
で
開
か
れ
た
「
歌

の
集
い
」
で
は
、
38
組
が
参
加
し

た
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
り
ら
創
造
芸

術
高
等
専
修
学
校
の
生
徒
の
皆
さ

ん
に
よ
る
演
奏
、
ダ
ン
ス
な
ど
も

小
川
の
郷

冬
の
星
ま
つ
り

　
　
　
　

開
か
れ
る
!!

小
川
寄
合
会 　

主
催

イルミネーションを背景に「小川っ
子傘踊り」を披露する小川小学校の
児童のみなさん

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
午
後
５
時
、
校
庭
の

高
さ
25
ｍ
の
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
の
木

と
校
舎
を
飾
っ
た
約
１
万
個
の

電
球
が
点
灯
さ
れ
、
こ
れ
を
背
景

に
小
川
小
学
校
児
童
14
人
に
よ
る

「
小
川
っ
子
傘
踊
り
」
と
坂
本
獅

子
舞
保
存
会
に
よ
る
獅
子
舞
が
披

露
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
校
舎
を

除
い
て
、
１
月
５
日
（
17
時
～
21

時
）
ま
で
点
灯
さ
れ
ま
し
た
。

き
み
の
定
住
を

　

支
援
す
る
会
だ
よ
り

九
度
山
町
よ
り
サ
ロ
ン
見
学
!!

福
井
サ
ロ
ン

劇
「
水
戸
黄
門
」
を
披
露
す
る

福
井
げ
ん
き
座
の
皆
さ
ん

稲毛さんご夫婦

12
月
17
日
、
九
度
山
町
の
サ
ロ

ン
事
業
の
関
係
者
約
30
人
が
福
井

集
会
所
で
、
福
井
サ
ロ
ン
（
会
長

田
尻　

章
さ
ん
）
を
見
学
さ
れ
ま

し
た
。

ま
ず
、
田
尻
会
長
よ
り
福
井
サ

ロ
ン
に
つ
い
て
、
そ
の
取
り
組
み

や
現
状
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
次

に
九
度
山
町
健
康
づ
く
り
連
絡
会

の
廣
田
斎
男
会
長
よ
り
九
度
山
町

の
サ
ロ
ン
事
業
の
報
告
が
あ
り
、

続
い
て
、
福
井
サ
ロ
ン
の
会
員
ら

で
つ
く
る
「
福
井
げ
ん
き
座
」
に

よ
る
劇
「
水
戸
黄
門
」
が
披
露
さ

れ
た
ほ
か
、
同
サ
ロ
ン
会
員
約
30

人
と
の
意
見
交
換
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
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す
。

都
会
の
暮
ら
し
、
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舎
の
暮
ら

し
を
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っ
て
い
る
稲
毛
さ
ん
ご
夫

婦
は
、
紀
美
野
町
と
移
住
者
の
架

け
橋
と
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。

平成25年度 障害者福祉地域啓発事業の開催
　障害児者・家族・地域が相互に理解し、交流を深め支え合
うことが目的です。
■日時　３月１日（土）
■場所　拝待体育館（海南市交流センター隣）
　　　　海南市下津町下津 500 ‐ 1
■内容　ニュースポーツ「ボッチャ競技」を行います。
　＊ボッチャ競技は障害者も健常者も楽しめるニュースポー

ツでありパラリンピックの公式種目です。
　＊福祉作業所の自主製品の販売等もあります
■参加申込　申し込みが必要です。2 月 17 日（月）までに

電話または FAX でお願いします。
■参加定員　50 名　３名から４名が１チームとなります。
　　　　　　（競技者の定員）
　＊応援の方や見学の方も申し込みの際に申し出てください、
　＊手話通訳が必要な方は「手話通訳希望」また要約筆記が

必要な方は「要約筆記希望」と申し込みの際にお申し出
ください。

■問い合わせ・申し込み先は、海草振興局健康福祉部保健福
祉課　℡ ４８２ ‐ ０６００　FAX ４８２ ‐ ３７８６
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保健センターだより
平成 25 年度衛生カレンダーをご覧ください。

子育て支援センターからのお知らせ
■保育所開放のご案内〈申し込みは、各保育所まで〉
　○野上第１保育所：2 月 10 日（月）・24 日（月）　℡４８９－２１４４
　○野上第２保育所：2 月 4 日（火）・18 日（火）　℡４８９－４９５３
　○神野保育所　　：2 月 5 日（水）・19 日（水）　℡４９５－２０４９
　○毛原保育所　　：2 月 12 日（水）・26 日（水）　℡４９９－０１３１
■遊びの教室のご案内〈申し込みは、支援センター　℡ 489 － 2144 まで〉
　※留守の場合は、野上第１保育所
　○コアラ　　　　2 月 5 日（水）9 時 30 分～ 11 時 30 分　総合福祉センター（プレイルーム）
　○カンガルー　　2 月 19 日（水）9 時 30 分～ 11 時　　　　子育て支援センター
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申し込みよろしくお願いします。
■子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
　親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　【子育て支援センター】動木１５６（℡４８９－２１４４）
　　　　　　　　　　　月～金曜日（土・日・祝は休み )(10 時～ 12 時・13 時～ 16 時）
　　　　　　　　　　　 2 月 10 日（月）・26 日（木）は『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　　　 2 月 24 日（月）は栄養士による栄養相談
　【自然体験世代交流センター】鎌滝６３６（℡４９５－３１２７）
　　　　　　　　　　　 毎月　第２，４週の木曜日　（9 時 30 分～ 11 時 30 分）
　　　　　　　　　　　 2 月 13 日（木）は栄養士による栄養相談
　【育児相談】　センター開放日と同じ日・時で行います。
　　　　　　　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者　※子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。

問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで　　　　　　海南市大野中９３９　（℡　４８２－０６００）

健康相談のお知らせ（2 月の日程）

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（8時 30 分～ 17 時 15 分）　℡ 489 － 9960（直通）
　　　　 休日・夜間（17 時 15 分以降）　  ℡ 489 － 2430
〔場　所〕紀美野町下佐々 1408 － 4　紀美野町総合福祉センター内
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

■場　所：総合福祉センター
■と　き：毎週水曜日　5 日、12 日、19 日、26 日
■時　間：９時～ 11 時　■対象者：住民すべての方
■内　容：健康に関することすべて
　　　　　・乳幼児の相談 ・離乳食の相談 ・健診結果の相談　等
　各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後のよりよい
生活につなげましょう。
　生活改善に関心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じますので、
お気軽にお問い合わせください。
★母子健康手帳・健康手帳・健康ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定も行います。
問い合わせ：保健福祉課（℡４８９－９９６０）

生活支援サポーター養成講座を
開催します！
　高齢者や認知症への理解を深め、誰にでもできる簡単
な介護方法を習得してもらうことを目的に、全３回シ
リーズで生活支援サポーター養成講座を開催します。「介
護なんて・・・まだまだ関係ないわ」という方でも知っ
ておくと便利な情報がいっぱい。
男性も大歓迎です。お気軽にご
参加ください。（日程等詳細は回
覧をご覧ください。）

■問い合わせ　
　保健福祉課
　（℡ ４８９－９９６０）

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健康相談 健康診断書の作成等を行います。（予約制） 2 月 10 日（月）　　９時３０分～１０時３０分
　　　　　　　　　　（受付）　

2 月 24 日（月）　　９時３０分～１０時３０分
　　　　　　　　　　（受付）　

エイズ検査
肝炎ウイルス検査

検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせし
ます。（予約制）

検便 容器が必要な方は、事前にお渡しします。

2 月 10 日（月）　　９時３０分～１１時
　　　　　　　　　　（受付）　

2 月 24 日（月）　　９時３０分～１１時
　　　　　　　　　　（受付）　

こころの健康相談

こころの健康に不安を持つ方やその家族で相談を希望さ
れる方には、精神科医師が相談に応じます。

（一週間前までに要予約）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

2 月 12 日（水）　　９時～
2 月 26 日（水）　１３時３０分～

骨髄バンク
登録検査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と
登録手続きを行います。（予約制）

2 月 10 日（月）　１０時３０分～１１時３０分
2 月 24 日（月）　１０時３０分～１１時３０分

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝祭日除く）

エイズ即日検査 検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された
場合は約２週間後）にお知らせします。（予約制） 2 月 24 日（月）　１７時　　　～１９時
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健康づくりコーナー 【問い合わせ・申込先】
保健福祉課（総合福祉センター）℡ 489-9960

　平成 19 年 1 月より国保野上厚生総合病院に 2 度目の
赴任となって 7 年目となりました。最近の晩婚化、少子化
など当科も御多分に漏れず前回赴任時と異なり婦人科疾患
の方の受診比率が多い状況です。産科の母子センターへの
地域集約型医療が国の方針で進められる中、高齢化の進む紀美野町の地域ですが
分娩の取り扱いも和歌山医大産婦人科教室の支援のもとで行っております。とく
に和歌山医大産婦人科教授の井箟一彦先生が当科に毎週火曜日、外来診察を担当
されております。御専門の産婦人科腫瘍疾患などをはじめ高度の先進医療を和歌
山医大産婦人科に連携していただいています。また土曜日には和歌山医大産婦人
科臨床教授の矢本希夫先生が外来担当で経験豊富なスタッフとなっております。
　高齢化の進む中、子宮が下がってきたりする子宮脱などの性器脱は生活の質

（QOL）を低下させる重要な疾患です。悩みながらもなかなか婦人科に受診でき
ずに診断と治療が遅れる傾向にあります。以前、性器脱は手術が必要と言われて
いましたが他の生活習慣病と同様、生活指導などで早期治療を開始すれば QOL
を改善できる症例も多くなっています。性器脱を取り扱う日本骨盤底医学会の会
員としても研鑽しておりますのでいろいろと対応させていただけます。お気軽に
受診して頂ければと思います。
　子宮癌検診は早期の子宮頸癌の発見だけでなく、最近増えている子宮内膜癌も
超音波検査と細胞診を合わせれば早期に発見できることが多くなっています。と
くに子宮内膜癌は早期の発見で治る疾患です。当科では子宮鏡という内視鏡で子
宮の内膜の検査を行い子宮内膜の前癌病変も含めた子宮内膜病変の早期発見に努
めております。

国保野上厚生総合病院だより
（医師紹介⑬）

産婦人科医長　生
い

駒
こま

　誠
まこと

障がい者巡回相談のお知らせ
対　象　者 月　　　日 場所・時間 予　　約　　先

精神障がいの方・
家族の方 2月4日（火）

総合福祉センター
　　　　 9 時 30 分～ 12 時
美里支所 13 時 30 分～ 16 時

●野上厚生病院内相談支援事業所　 ℡４８９－２９０８
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」　℡４９４－３５３９

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

2月19日（水）
総合福祉センター
　　　　 9 時 30 分～ 12 時
美里支所 13 時 30 分～ 16 時

●療育センターＡ
あ

Ｏ
お

Ｉ
い

　　　　　　 ℡４８３－０４５４
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」 ℡４９４－３５３９

●対象者　本町に住民登録がある、
　①妊娠を希望する 19 歳以上
　　50 歳未満の女性
　②妊婦の配偶者
●助成期間　
　平成 26 年 3 月 31 日まで
●助成対象
　１人につき接種１回限り

①海南海草協力医療機関で接種す
る場合は無料

②海南海草協力医療機関以外で接
種する場合は接種料金を助成（上
限１万円）

●申請方法（申請時必要な物）
　※接種前に手続きしてください。
　助成対象①の場合
　　印鑑、母子健康手帳（妊婦の配

偶者）
　助成対象②の場合
　　接種前に保健福祉課にご連絡く

ださい。
※紀美野町ホームページ「予防事業」

にも掲載しています。ご覧くださ
い。

風しんワクチン接種
緊急助成事業

～「最近様子がちょっと違うな」「1人で外へ出て行ってしまうので心配」と
心配されているご家族の方。紀美野にこにこネットワークに登録しませんか？～

　加齢などにより記憶力や判断力が低下すると、道を間違えて家に帰れなかったり、自分がどこにいるのか分からなくなっ
てしまうことがあります。そのような高齢者等を地域ぐるみで見守り、本人やその家族も安心して住み慣れた地域で生活で
きるよう、見守りの輪を広げるネットワークです。

【利用の登録について】（登録・利用無料）
　家族等の希望があれば、行
方不明になる可能性のある方
の情報を事前に登録すること
ができます。登録いただくこ
とで、万が一の際にもスムー
ズな情報提供が可能です。登
録された個人情報は、保健福
祉課で厳重に管理します。

【ネットワークのしくみ】
①行方不明高齢者等が発生したとき、家族等が警察や保健

福祉課に相談
②家族の同意を得て協力機関・協力者に行方不明者の情報
（名前・背格好・服装など）をファックスやメールで提供

③協力機関・協力者は日常生活の範囲内で目配りを行い（捜
索ではない）、目撃等情報があれば海南警察署へ通報する

④海南警察署が保護したのを受け、保健福祉課より協力機
関・協力者にファックスやメールにて発見の連絡を行う

　１月号の病院だよりの中に一部配慮に欠けた表現がありましたことをお詫び申
し上げます。

認知症にやさしい町・
紀美野町キャラクター
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◆
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助
金
の
内
容

１
．
住
宅
の
新
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又
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１
件

に
つ
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円
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住
者
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１
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℡
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‐
５
９
１
３

紀
美
野
町
若
も
の
定
住
促
進

補
助
金
の
お
知
ら
せ

国民年金保険料の通常納付が
できるようになります

【これまでは】
　障害基礎年金などを受給している方は、国民年金
保険料の納付が免除（法廷免除といいます）となる
ため、老齢基礎年金額の増額を希望するときは保険
料の後払い（追納制度）をご利用いただいていました。

【平成 26 年 4 月からは】
　法定免除の期間であっても、保険料を通常納付で
きる「納付申出制度」がはじまります。納付申出に
より、以下の便利でお得な制度をあわせてご利用で
きるようになります。
・保険料の口座振替（手間いらずで便利）
・保険料の前納（保険料の割引あり）
・付加年金などの加入（お得な上乗せ制度）

【手続き方法は】
役場または年金事務所に申出書を提出してください。
■問い合わせ　住民課　　　　　　℡ 489-5903
　　　　　　　美里支所・住民室　℡ 495-3464
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め
に
使
用
す
る
軽
自

動
車
等
（
原
動
機
付
自
転
車
、
軽

自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
及
び

２
輪
の
小
型
自
動
車
）
で
一
定
の

要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
障
害
者

の
方
１
人
に
つ
い
て
１
台
（
自
動

車
税
を
含
ん
で
１
台
）
に
限
り
、

申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
の
減
免

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

手
帳
要
件
等
詳
し
く
は
役
場
税

務
課
（
℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
５
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
度
に
減
免
を
受
け
た

方
に
は
、
更
新
手
続
き
の
案
内
を

お
送
り
し
ま
す
。

［
免
除
申
請
］

■
申
請
場
所

　

税
務
課
・
美
里
支
所
住
民
室

■
受
付
期
間

　

平
成
26
年
度
軽
自
動
車
税
減
免

の
申
請
は
、
平
成
26
年
２
月
３
日

（
月
）
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。
な

る
べ
く
お
早
め
に
（
３
月
中
）
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
付

期
限
は
納
期
限
の
７
日
前
で
す
。

　

受
付
期
限
を
経
過
し
ま
す
と
減

免
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

平
成
26
年
度
身
体
障
害
者
等
に
対
す

る
軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

■
必
要
な
書
類
等

　

印
鑑
・
身
体
障
害
者
手
帳
等
の

原
本
・
運
転
免
許
証
・
車
検
証
・
生

計
同
一
証
明
書
・
通
院
や
通
学
等
の

証
明
書
・
常
時
介
護
証
明
書
等

手
当
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

～障害年金受給等で法定免除を受けている方へ～

■
業
務
内
容　

美
里
区
域
の
ゴ
ミ

収
集
作
業
助
手

■
募
集
人
員　

１
人

■
雇
用
期
間　

平
成
26
年
３
月
１

紀
美
野
町
臨
時
職
員
募
集
に

つ
い
て

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
等　

平
成
26
年
２
月
20

日
（
木
）
９
時
～

■
試
験
場
所　

紀
美
野
町
役
場
美

里
支
所
２
階　

会
議
室　

■
申
込
方
法　

履
歴
書
及
び
運

転
免
許
証
写
し
を
持
参
ま
た
は

郵
送
に
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
尚
、申
し
込
み
の
受
付
は
、

祝
日
を
除
く
月
曜
日
か
ら
金
曜

ま
で
の
８
時
30
分
～
17
時
15
分

で
す
。

■
申
込
締
切
り　

平
成
26
年
２
月

14
日
（
金
）

■
申
し
込
み
先　

紀
美
野
町
役
場

住
民
課

　

〒
６
４
０
‐
１
１
９
２ 

紀
美

野
町
動
木
２
８
７
番
地

■
問
い
合
わ
せ  

住
民
課
（
℡
４
８
９

‐
５
９
０
３
）
ま
た
は
美
里
支
所
住

民
室
（
℡
４
９
５
‐
３
４
６
４
）

日
～
平
成
26
年
９
月
30
日
（
但

し
、
更
新
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。）

■
賃　

金　

日
額　

９
，２
０
０

円
（
昇
給
・
賞
与
及
び
退
職
金

な
し
）

■
勤
務
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

８
時
か
ら
16
時
45
分
（
休
憩
１

時
間
含
む
）

■
休　

日　

土
曜
日
・
日
曜
日
・

国
民
の
祝
日

■
雇
用
条
件　

平
成
26
年
３
月
１

日
現
在
、
18
歳
以
上
概
ね
60
歳

ま
で
の
方

■
勤
務
場
所　

紀
美
野
町
美
里
区

域
塵
芥
処
理
場

■
加
入
保
険　

健
康
保
険
、
厚
生

年
金
保
険
、
雇
用
保
険

■
災
害
補
償　

和
歌
山
県
市
町
村

非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
組

合
規
約
に
よ
る
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平成26年度分の町県民税申告について
　町県民税の申告の受付を行います。今回申告していただくのは、平成
25 年１月１日から平成 25 年 12 月 31 日までの間の所得です。
●申告期間　　平成 26 年２月 17 日（月）～３月 17 日（月）
　　　　　　　（土・日曜日は除く）
●受付場所　　役場本庁、美里支所ほか
　　　　　　　（日程等については、別紙チラシをご覧ください。）
※申告の内容は、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料

の算定をはじめ、保育料の決定や各種手当、給付金や助成金等の支給
判定など多くの公的手続きの基礎資料ともなります。申告をしないこ
とにより、保険税 ( 料 ) の軽減対象者であっても軽減が受けられなかっ
たり、給付金等の受給対象にならない場合がありますのでご注意くだ
さい。

問い合わせ　税務課（℡４８９―５９０５）

国
吉
診
療
所
・
出
張
所
に
お
け

る
臨
時
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

■
職　

種　
診
療
所
及
び
出
張
所
事
務

■
募
集
人
員　

１
人

■
雇
用
期
間　

平
成
26
年
３
月
１

日
～
平
成
26
年
９
月
30
日
（
但
し
、

更
新
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

■
賃　

金　

日
額
５
，８
０
０
円

（
昇
給
・
賞
与
及
び
退
職
金
な
し
）

■
勤
務
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
（
休

憩
１
時
間
含
む
）

■
雇
用
条
件　

18
歳
以
上
の
方

で
、
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
の

出
来
る
方

■
勤
務
場
所　

国
吉
診
療
所
・
出

張
所

■
加
入
保
険　

健
康
保
険
、
厚
生

年
金
保
険
、
雇
用
保
険

■
災
害
補
償　

和
歌
山
県
市
町
村

非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
組

合
規
約
に
よ
る

■
選
考
方
法 　

面
接
試
験

■
試
験
日
等　

平
成
26
年
２
月
20

日
（
木
）
10
時
30
分
～	

■
試
験
場
所　

国
吉
診
療
所　

会

議
室　
（
紀
美
野
町
田
63
番
地
）

■
申
込
方
法　

履
歴
書
を
持
参
ま

た
は
郵
送
に
よ
り
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
尚
、
申
し
込
み
の
受

付
は
、
祝
日
を
除
く
月
曜
日
か

ら
金
曜
ま
で
の
８
時
30
分
～
17

時
15
分
で
す
。

■
申
込
締
切
り　

平
成
26
年
２
月

14
日
（
金
）

職
員
募
集
（
や
す
ら
ぎ
園
）

に
つ
い
て

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

紀
美
野
町
役
場　

住
民
課

　
（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
３
）

　

〒
６
４
０
‐
１
１
９
２

　

紀
美
野
町
動
木
２
８
７
番
地

臨
時
職
員
募
集
に
つ
い
て

募
集
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
職　

種　

保
育
士

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
職
務
内
容　

保
育
所
で
の
保
育

■
応
募
資
格　

保
育
士
資
格
を
お

持
ち
の
方

■
賃　

金　

日
額
７
，２
０
０
円 

社
会
保
険
加
入　

昇
給
、
賞
与

及
び
退
職
金
無
し

■
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
月
曜

日
～
金
曜
日 
７
時
か
ら
19
時

の
う
ち
昼
休
憩
を
は
さ
ん
で
７

時
間
45
分

■
勤
務
場
所　
紀
美
野
町
内
保
育
所

■
加
入
保
険　

健
康
保
険
、
厚
生

年
金
保
険
、
雇
用
保
険

■
災
害
補
償　

和
歌
山
県
市
町
村

非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
組

合
規
約
に
よ
る

■
申
込
方
法　

履
歴
書
（
写
真
添

付
）
１ 

通
と
資
格
免
許
の
写

し
を
持
参
の
上
、
平
成
26
年
２

月
20
日
（
木
）
ま
で
に
左
記
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先　
　

保
健
福
祉
課

　
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

℡
４
８
９
‐
９
９
６
０

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
雇
用
期
間　

平
成
26
年
４
月
～

平
成
26
年
９
月
（
更
新
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。）

臨
時
職
員
募
集
に
つ
い
て

■
職
種
及
び
採
用
定
者
数

①
看
護
師
（
正
職
員
）
若
干
名

②
看
護
師
（
パ
ー
ト
）
若
干
名

■
応
募
資
格　

①
②
と
も
看
護
師

又
は
準
看
護
師
免
許
の
い
ず
れ

か
を
お
持
ち
の
方

■
年　

齢　

①
②
い
ず
れ
も
制
限

な
し

■
勤
務
場
所　

海
草
郡
紀
美
野
町

下
佐
々
１
４
０
８
番
地
７　

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら

ぎ
園
内

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
選
考
日　
　

随
時

■
勤
務
時
間　

①
早
出
・
日
勤
・
遅
出
・
土
日
祝

祭
日
勤
務
可
能
な
人

②
応
相
談

■
待　

遇

①
給
与
月
額
は
、
職
務
経
験
等
を

考
慮
し
、
給
与
条
例
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

　

職
歴
加
算
を
考
慮
し
た
上
で
決

定
し
ま
す
。

　

通
勤
手
当
・
時
間
外
勤
務
手

当
・
休
日
勤
務
手
当
・
期
末
勤

勉
手
当
・
退
職
金
制
度
・
昇
給

制
度
有

　

そ
の
他
手
当
は
当
組
合
条
例
に

準
じ
る
。

②
時
給
：
看
護
師
１
，２
５
０
円
、

准
看
護
師
１
，１
３
０
円

　

時
間
外
勤
務
手
当
・
休
日
勤
務

手
当
支
給
有
り　

■
申
込
方
法　

電
話
連
絡
の
う

え
、
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）・

資
格
証
明
書
（
写
し
）
持
参

■
問
い
合
わ
せ　

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
園
事
務
局

　

℡
０
７
３
‐
４
８
９
‐
３
６
３
１

平成26年度以降の町県民税均等割の
税額引き上げについて

　東日本大震災をふまえ、全国の地方公共団体が実施する緊急防災・減
災事業について、その財源を自主的に確保できるよう「東日本大震災か
らの復興に関し地方公共団体が実施する防災のための施策に必要な財源
の確保に係る地方税の臨時特例に関する法律」が制定されました。
　これにより、平成 26 年度から平成 35 年度の 10 年間 ( 特例期間 )
に限り、個人町民税と個人県民税の均等割の税額が 500 円ずつ引き上
げられることになります。

問い合わせ　税務課（℡４８９―５９０５）

区　　　分 現　　行 特 例 期 間
（平成 26 ～ 35 年度）

 町民税 均等割（年額） 3,000 円 3,500 円

 県民税 均等割（年額） 1,500 円 2,000 円

計 4,500 円 5,500 円



人
権
を
考
え
る
公
開
講
座
・
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
教
育
講
演
会

身
近
な
と
こ
ろ
に
潜
む
人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ネ
ッ
ト
に
潜
む
危
険
」

～
子
ど
も
た
ち
の
ネ
ッ
ト
利
用
の
現
状
～

2014.2 10

■
入
場
無
料
（
整
理
券
必
要
）

※
未
就
学
児
入
場
不
可

■
整
理
券
配
布
場
所

　

中
央
公
民
館
、
小
川
・
志
賀

野
地
区
公
民
館
、
文
化
セ
ン

タ
ー
、
美
里
支
所
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
真
国
・
国
吉
・
長

谷
毛
原
出
張
所
（
配
布
は
各
館

開
館
時
間
内
）

※
２
月
５
日
（
水
）
よ
り
配
布
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

■
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

　
　

１
９
７
３
年
、
ア
メ
リ
カ
・

ボ
ス
ト
ン
生
ま
れ
。
亜
細
亜
大

学
在
学
中
、
３
度
目
の
挑
戦
で

エ
ベ
レ
ス
ト
の
登
頂
に
成
功

し
、
10
年
の
歳
月
を
か
け
、
七

大
陸
最
高
峰
世
界
最
年
少
登
頂

記
録
を
25
歳
で
樹
立
す
る
。
そ

の
後
、
エ
ベ
レ
ス
ト
の
ご
み

問
題
を
解
決
す
る
た
め
４
年
連

続
で
清
掃
登
山
に
尽
力
。
ま
た

２
０
０
１
年
に
は
、
日
本
隊
に

参
加
し
遭
難
し
た
シ
ェ
ル
パ
の

遺
族
を
補
償
す
る
た
め
に
シ
ェ

ル
パ
基
金
を
設
立
。

　
　

現
在
は
、「
富
士
山
か
ら
日

本
を
変
え
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
国
立
公
園
を
始
め
と
し
た

自
然
保
護
の
環
境
整
備
を
訴

え
、
全
国
各
地
で
講
演
会
を
行

い
、
日
々
精
力
的
に
活
動
し
て

い
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
ポ
ー
タ
ブ

ル
ゲ
ー
ム
機
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

が
接
す
る
情
報
機
器
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。
気
軽
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
で
き
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
た
り
と
、
便
利
で

楽
し
い
半
面
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま

れ
る
危
険
が
増
え
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
何
気
な
く
書
き
込
ん
だ

言
葉
が
誤
解
を
生
み
、
誰
か
を
傷

つ
け
、
ま
た
そ
れ
が
「
い
じ
め
」

■
日
時　

２
月
19
日
（
水
）
18
時
30
分
～
20
時
10
分

■
会
場　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

に
発
展
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
誰

で
も
簡
単
に
被
害
者
や
加
害
者
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
が
も
た
ら
す
人

権
侵
害
問
題
や
、
子
ど
も
達
を
守

る
た
め
、
ネ
ッ
ト
の
特
性
や
も
し

も
の
時
の
対
処
法
に
つ
い
て
、
ま

た
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
ネ
ッ

ト
の
現
状
を
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

お
聞
き
く
だ
さ
い
。

■
講
師　

篠
原
嘉
一　

氏

　
（
Ｎ
Ｉ
Ｔ
情
報
技
術
推
進
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
代
表
・
兵
庫
県
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
サ
ポ
ー
タ
ー
）

■
入
場
無
料

■
そ
の
他　

手
話
通
訳
・
一
時
保

育
あ
り（
一
時
保
育
は
要
予
約
）

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

■
日
時　

３
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

■
会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料　

２
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
全
席
自
由
席
）

■
出
演　

東
儀
秀
樹
（
雅
楽
師
）

　
　
　
　

中
井
智
弥
（
箏
・
三

　

絃
（
生
田
流
）
／
二
十
五
絃
箏

　

演
奏
家
。
作
曲
家
）

■
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日　

　
　
　
　
　
　

２
月
５
日
（
水
）

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

中
央
公
民

館
、
小
川
・
志
賀
野
地
区
公
民

館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
美
里
支

所
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
真

国
・
国
吉
・
長
谷
毛
原
出
張
所

（
販
売
は
各
施
設
開
館
時
間
内
）

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業

第
30
回
町
民
大
学
講
座

　

東
儀
秀
樹
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
～
雅
楽
器
と
琴
の
調
べ
～

第
29
回
町
民
大
学
講
座
・
紀
美
野
町
人
権
研
修
会

　
「
確
か
に
生
き
る
」　

 

講
師　

野
口　

健 

氏

■
日
時　

３
月
２
日
（
日
）
14
時
～

■
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
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■
日
時　

２
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

　
　
　
　
（
予
定
）

■
場
所　

中
央
公
民
館
和
室

■
内
容　

①
お
は
な
し
ポ
ン
さ
ん

に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　

②
和
歌
山
お
り
が
み
の
会
の

宮
土
さ
ん
に
よ
る
折
り
紙
教
室

（
お
ひ
な
様
、
白
雪
姫
の
妖
精
、

魔
女
、
り
ん
ご
な
ど
を
折
り
ま

す
）

★
子
ど
も
と
一
緒

に
、
ま
た
ご
夫
婦

で
一
緒
に
持
ち

帰
っ
た
折
り
紙

が
、
案
外
面
白
い
家
庭
で
の
会

話
の
種
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
寒
い
中
で
す
が
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
★

図
書
室
休
室
の
お
知
ら
せ

■
日
時　

３
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　

９
時
開
会
式

　
　

※
予
備
日
17
日
（
月
）

■
場
所　

ふ
れ
あ
い
公
園

　
　
　
　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

■
内
容　

東
西
南
北
36
ホ
ー
ル
の

ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

■
参
加
資
格

【
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
部
】

　

い
ず
れ
も
紀
美
野
町
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
協
会
主
催
の
大
会
に
お
い

て
、

①
24
年
度
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
部
」
優
勝

～
３
位
の
方

②
25
年
度
開
催
し
た
大
会
の
優
勝

者
③
24
年
度
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
ま

た
は
本
年
度
開
催
の
大
会
に
お

い
て
、
標
準
ス
コ
ア
（
２
ラ
ウ

ン
ド
合
計
ス
コ
ア
が
、
男
性

１
２
０
以
下
、
女
性
１
３
２
以

下
）
を
ク
リ
ア
し
た
方

【
オ
ー
プ
ン
の
部
】

　

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
部
に
該
当
し

な
い
中
学
生
以
上
の
方

■
参
加
費　

１
，５
０
０
円

■
申
込
み　

参
加
費
を
添
え
て
事

務
局
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
参
加
資
格
①
②
に

該
当
す
る
方
は
、
事
務
局
よ
り

招
待
状
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
申
込
期
間　

２
月
12
日
（
水
）

～
３
月
７
日
（
金
）

■
そ
の
他　

小
雨
決
行
、
荒
天
延

期
（
態
度
決
定
６
時
）

　

申
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ

い
て
は
、
受
付
期
間
中
は
全
額

返
金
、
そ
れ
以
降
は
返
金
で
き

ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

■
中
央
公
民
館

　

５
日　

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
応
援
旗

作
り

　

12
日　

ペ
ン
ト
ミ
ノ
に
挑
戦

　

19
日　

な
わ
と
び
で
遊
ぼ
う

　

26
日　

ま
ほ
う
の
タ
ワ
シ
作
り

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

５
日　

お
は
な
し
会

　

12
日　

オ
セ
ロ
・
し
ょ
う
ぎ
・

ト
ラ
ン
プ
で
遊
ぼ
う

　

19
日　

け
ん
玉
を
作
ろ
う

　

26
日　

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

ほ
ん
の
森
イ
ベ
ン
ト

「
お
ひ
な
様
」
の
折
り
紙

を
折
ろ
う
！

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校

後
期
生
徒
総
合
発
表
会

■
日
時　

３
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
か
ら

■
会
場　

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専

修
学
校

■
内
容　

演
劇
、
音
楽
、
絵
画
な

ど
、
１
年
間
の
集
大
成
を
発
表

し
ま
す
。

■
入
場
無
料

※
当
日
、
岩
出
駅
と
貴
志
駅
か
ら

送
迎
が
あ
り
ま
す
。（
要
予
約
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

り
ら
創
造
芸
術

高
等
専
修
学
校
（
℡
４
９
７
‐

９
１
１
１
）

み
さ
と
天
文
台
は
、
大
型
望
遠

鏡
等
の
整
備
の
為
、
以
下
の
期
間

終
日
休
館
と
な
り
ま
す
。
何
卒
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

２
月
12
日
（
水
）
か
ら
２
月
28

日
（
金
）
ま
で

み
さ
と
天
文
台
休
館
情
報

２
月
１
日（
土
）、２
日（
日
）
志

賀
野
地
区
公
民
館
に
お
い
て
作
品

展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。
サ
ー
ク

ル
や
児
童
生
徒
の
作
品
展
示
、
読

み
聞
か
せ
、
カ
ラ
オ
ケ
発
表
な
ど

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
ぜ
ひ

ご
来
館
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
志
賀
野
地
区
公
民

館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

志
賀
野
地
区
公
民
館
作
品
展
示
会

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
三
百
冊
】

　
　

九
十
九
ば
に
ら（
下
小
２
年
）

【
四
百
冊
】

　
　

小
川
和
麿
（
野
小
３
年
）

【
千
百
冊
】

　
　

中
原
大
志
（
野
小
４
年
）

【
千
四
百
冊
】

　
　

東
響
樹
（
野
中
１
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
三
月
」　　
　

大
島
真
寿
美
・
著

「
ほ
め
る
力
」　　
　

齋
藤
孝
・
著

「
風
通
し
の
い
い
片
付
け
」

　
　
　
　
　

す
は
ら
ひ
ろ
こ
・
著

「
快
腸
！
絶
好
調
！
快
便
力
」

　
　
　
　
　
　
　

松
生
恒
夫
・
著

「
フ
ル
ー
ツ
ケ
ー
キ
い
た
だ
き
ま

す
」　　
　

岡
村
志
満
子
・
さ
く

「
あ
い
う
え
お
い
し
い
レ
ス
ト
ラ

ン
」　　

た
ご
も
り
の
り
こ
・
え

「
ド
キ
ド
キ
め
い
ろ
の
く
に
」

　
　
　
　
　
　

深
見
春
夫
・
作
絵

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
検
察
側
の
罪
人
」

　
　
　
　
　
　
　

雫
井
脩
介
・
著

「
ガ
ン
コ
ロ
リ
ン
」
海
堂
尊
・
著

「
か
り
ん
と
う
侍
」
中
島
要
・
著

「
酢
で
美
味
し
く
な
る
い
つ
も
の

お
か
ず
」　　
　
　

森
洋
子
・
著

「
四
字
熟
語
の
ひ
み
つ
」　　

学
研

「
フ
ル
ー
ツ
が
き
る
！
」

　
　
　
　
　
　
　

柴
田
ゆ
う
・
絵

「
ゆ
き
の
う
え
ゆ
き
の
し
た
」

ケ
イ
ト
・
メ
ス
ナ
ー
・
著　

ほ
か

中
央
公
民
館
お
よ
び
文
化
セ
ン

タ
ー
図
書
室
は
、
蔵
書
点
検
に
伴

い
、
左
記
の
期
間
休
室
い
た
し
ま

す
。３

月
３
日
（
月
）
～
７
日
（
金
）

最
終
貸
出
日
は
３
月
２
日（
日
）

で
す
。
な
お
、
ま
だ
返
却
さ
れ
て

い
な
い
図
書
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

必
ず
中
央
公
民
館
ま
た
は
文
化
セ

ン
タ
ー
図
書
室
へ
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。
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 新体操クラブは、発足して 10 年が経ちます。
現在紀美野町スポーツ少年団へ加盟させていただ
き練習を行っています。
　当クラブでは日々、柔軟性、表現力を身につけ、
またリボンやボール、フープなどの手具を使い、
楽しく練習をしています。
　毎年、文化祭や夏まつりで練習の成果を発表し
ています。

─ わが町サークル ─
「新体操クラブ」

第
13
回
和
歌
山
県
市
町
村
対
抗

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
争
大
会

【
選
手
団
紹
介
】

来
る
２
月
16
日
（
日
）
紀
三
井

寺
～
和
歌
山
県
庁
間
（
21
．
1
ｋ

ｍ
、
10
区
間
）
で
開
催
さ
れ
る
第

13
回
和
歌
山
県
市
町
村
対
抗
ジ
ュ

ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
に
今
年
も

２
チ
ー
ム
出
場
す
る
た
め
に
、
紀

美
野
町
選
手
団
は
昨
年
７
月
以
来

練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
大
会

ま
で
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た

が
、
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
声

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

当
町
チ
ー
ム
の
監
督
・
コ
ー
チ
・

選
手
は
以
下
の
通
り
で
す
。

【
監　

督
】

大
岩
勝
良

【
コ
ー
チ
】

北
広
海
、
丸
畑
明
彦

【
選　

手
】

《
中
学
生
男
子
》

前
久
保
雄
貴
、
北
晃
知

丸
畑
拓
視
、
西
田
孟
留

樋
瀬
光
稀
、
向
翔
輝

日
裏
雅
貴
、
山
本
仁
一
朗

東
浦
成
人
、
東
佑
哉

坂
祥
太
郎
、
水
越
陸

東
山
乃
重
瑠
、
段
木
彪
我

宮
原
海
斗
、
森
下
清
登

《
中
学
生
女
子
》

田
伏
菜
央
、
吉
村
耀
璃

細
野
莉
々
華
、
矢
動
丸
は
る
か

北
田
佳
緒
里
、
坂
口
美
瑠

森
谷
澄
花
、
兵
頭
麻
央

鈴
木
志
緒
里
、
松
尾
紗
奈

《
小
学
生
男
子
》

樋
瀬
翔
希
、
西
谷
勇
飛

中
西
源
太
郎
、
中
前
光
陽

■練習日時　毎週日曜日　9時 30 分～
■場　　所　農村センター　体育館
■資　　格　小学 1年生から

髙
田
真
太
郎
、
井
向
理
於

片
畑
弥
偲
、
古
田
祐
也

《
小
学
生
女
子
》

井
川
千
生
、
米
田
萌
恵

山
本
麻
友
、
井
上
碧

田
渕
美
沙
紀
、
森
下
日
和

古
谷
明
日
香
、
東
浦
史
歩

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
九
十
一

福
井
と
弘こ
う

法ぼ
う

井い

戸ど

の
か
み
の
民
話　

よ
り

高
野
山
を
お
開
き
に
な
っ
た
、

弘こ
う

法ぼ
う

大だ
い

師し

と
い
う
え
ら
い
お
ぼ
う

さ
ん
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

弘こ
う

法ぼ
う

大だ
い

師し

は
、
お
と
な
り
の
中

国
へ
行
っ
て
仏

ほ
と
け

様
の
教
え
や
い
ろ

い
ろ
な
む
ず
か
し
い
学
問
を
勉
強

し
て
帰
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

中
国
で
学
ん
だ
学
問
を
世
の
中
に

広
め
る
た
め
に
お
寺
を
た
て
る
よ

い
所
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、
あ
ち

こ
ち
さ
が
し
回
ら
れ
、
野
上
に
も

来
ら
れ
ま
し
た
。

ま
夏
の
太
陽
が
、
頭
の
上
か
ら

か
ん
か
ん
て
り
つ
け
る
、
と
て
も

暑
い
日
の
こ
と
で
す
。

『
暑
い
な
あ
。
あ
あ
、
つ
め
た

い
水
が
飲
み
た
い
の
う
。』
と
さ

が
し
て
い
る
と
、
近
く
に
小
川
が

流
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
ま
し

た
。
が
、
の
ぞ
い
て
み
る
と
、
死

ん
だ
か
え
る
や
へ
び
が
流
れ
、
き

た
な
く
て
、
と
て
も
飲
め
る
よ
う

な
水
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

弘こ
う

法ぼ
う

大だ
い

師し

は
、
し
か
た
な
く
、

近
く
の
家
に
入
り
、
お
ば
あ
さ
ん

に
お
た
の
み
に
な
り
ま
し
た
。

『
お
ば
あ
さ
ん
、
冷
た
い
水
を

飲
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。』

お
ば
あ
さ
ん
は
、
さ
っ
そ
く
福

井
の
お
寺
の
お
く
山
へ
行
っ
て
、

そ
こ
の
井い

戸ど

か
ら
冷
た
い
水
を
く

ん
で
き
て
、
弘こ

う

法ぼ
う

大だ
い

師し

に
さ
し
上

げ
ま
し
た
。

『
さ
あ
、
冷
た
い
水
じ
ゃ
。
た

ん
と
飲
ん
で
く
だ
さ
れ
。』

『
あ
り
が
た
い
、あ
り
が
た
い
。』

弘こ
う

法ぼ
う

大だ
い

師し

は
、
あ
ま
り
の
う
れ

し
さ
に
、
い
つ
か
き
っ
と
、
お
い

し
い
水
を
飲
ま
せ
て
も
ら
っ
た
お

礼
を
し
よ
う
と
、
お
考
え
に
な
り

ま
し
た
。

『
そ
う
だ
、
お
い
し
い
水
が
、

ど
ん
ど
ん
わ
く
井い

戸ど

を
ほ
っ
た
ら

お
礼
が
で
き
る
。』

弘こ
う

法ぼ
う

大だ
い

師し

は
、
中
国
で
勉
強
し

た
と
き
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
を
ほ
っ

た
ら
、
お
い
し
い
水
が
出
る
か
と

い
う
こ
と
も
学
ば
れ
て
い
た
の

で
、
福
井
の
山
を
歩
き
回
わ
り
、

『
こ
こ
を
ほ
っ
た
ら
、
お
い
し

い
水
が
た
く
さ
ん
出
ま
す
。』

と
、
つ
え
で
し
る
さ
れ
て
、
村

人
た
ち
に
お
教
え
に
な
り
ま
し

た
。
村
人
た
ち
は
、
お
教
え
の
と

お
り
そ
こ
を
ほ
る
と
、
ど
ん
ど
ん

お
い
し
い
水
が
わ
き
出
て
き
ま
し

た
。井

戸
水
は
、
ま
る
で
ふ
き
出
る

よ
う
に
わ
い
て
出
た
の
で
、
だ
れ

言
う
と
な
く
、こ
の
あ
た
り
は「
ふ

く
い
」
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

昨年の様子

昨年の様子
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白は
く

扇せ
ん

を
逆
さ
に
富
士
を
舞ま
い

初ぞ
め

す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
間
文
鳥

凧た
こ

揚あ
げ

や
一
枚
の
田
に
ひ
と
家
族　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
上
ひ
と
み

初
夢
の
浅あ
さ
ぎ
ま
だ
ら

黄
斑
と
海
を
越
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
惇
子

見
物
の
声
を
漏も

ら
さ
ず
歌か

留る

多た

会か
い　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
上
幸
子

点
々
と
猫
の
足あ
し

跡あ
と

雪
の
路ろ

地じ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
根
利
子

散
ら
ば
れ
る
も
の
を
ま
た
ぎ
て
年
の
暮　
　
　
　
　
　

口
井
ト
シ
子

県け
ん

木ぼ
く

は
う
ば
め
樫が
し

な
り
炭
猛た
け

る　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
谷
富
貴
子

点
々
と
虫む
し

食く

ひ
の
穴あ
な

冬
帽
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
野
昭
子

和わ
よ
う
ち
ゅ
う

洋
中
シ
ェ
フ
三
人
の
節せ
ち

料
理　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　

貴
子

集
落
の
い
つ
し
か
老お

い
て
し
ぐ
れ
け
り　
　
　
　
　
　
　

田
代
哲
郎

人
波
を
分
け
て
進
め
る
人
力
車

　
　
　
　
　
「
恐
れ
入
り
ま
す
。」
は
嵯
峨
野
の
雅
み
や
び　
　
　

吉
村
邦
彦

窓
に
射
す
陽
は
あ
た
た
か
し
席
に
座
し

　
　

何
も
想
わ
ず
揺
ら
れ
ゐ
る
な
り
（
バ
ス
に
て
）　

角
谷
と
し
み

樹
々
揺
る
る
坂
道
登
り
藤
白
の

　
　
　
　
　

昼
餉
の
席
に
潮
の
香
満
つ
る　
　
　
　
　
　

黒
西
葉
子

平
凡
で
事
な
き
日
々
を
独
り
言

　
　
　
　
　

ま
た
呟
き
て
籠
り
て
居
り
ぬ　
　
　
　
　
　

河
野
昭
子

師
を
囲
み
幼
お
さ
な

日び

た
ぐ
る
同
窓
会

　
　
　
　
　

か
じ
か
の
宿
に
八や

十そ

路じ

花
咲
く　
　
　

滝
垣
内
嘉
代
子

祝
い
箸
娘こ

ら
と
孫
ら
の
夢
は
さ
み

　
　
　
　
　

不
況
も
と
び
去
る
新
年
の
膳　
　
　
　
　

西
佐
古
祐
子

年
金
を
少
し
け
ず
り
て
助
け
合
い

　
　
　
　
　

今
年
も
振
り
込
む
夫つ
ま

は
元
気
に　
　
　
　

梶
谷
美
瑳
子

降
り
積
も
る
落
ち
葉
に
か
く
れ
て
水
仙
の

　
　
　
　
　

蕾
ぷ
っ
く
り
も
う
咲
く
用
意　
　
　
　
　
　

寺
岡
幸
子

八や

十そ

越
へ
し
お
節せ
ち

造
れ
し
飾
り
つ
け

　
　
　
　
　

孫
娘こ

喜
び
ス
マ
ホ
に
写
す　
　
　
　
　
　

小
根
田
牧
子

歌　

の　

小　

道

木星の内部構造の模式図

昨年末に宵の西空で輝いていた金星が見えなく
なりました。金星に代わり夕空で存在感を示して
いるのは木星です。東の空で明るく光る木星に気
づいた方もおられるでしょう。
木星は太陽系惑星の中で一番大きな星です。地
球と比べると直径はおよそ 11 倍、重さはおよそ
317 倍もあると言われています。地球と違うのは
大きさだけではありません。木星には、地球の地
面にあたるものが無い、ガスでできた星なのです。
木星の表面付近には風が吹く気体があり、縞模
様や大赤斑を作り出します。大気の数 100kmほど
下では、水素が液体状に変わり、さらに奥では液
体金属状の水素の層が現れます。そして中心には
岩石状の中心核があるのではないか、と考えられ
ています。
そんな木星を携帯電話やデジカメで撮影する機
会を設けます。3 月 8 日（土）、9 日（日）19 時
30分からです。ご参加ください。

地域共育コミュニティ事業も 5年目を迎え、昨
年度から地域共催の総合防災訓練を実施し、ようや
く地域に還元できるようになりました。今年度は規
模を拡大して、炊き出しまで計画し、「避難所運営
訓練」の準備をしておりましたが、大雨・洪水警報
発令のため、中止となってしまいました。地域の方
から「残念だった。来年も是非やってよ。」の声が
寄せられ、来年度こそは実施したいと思っています。
本校では、例年 9月の「総合防災訓練」と 11月
の「先輩に学ぶ会」、1月の「伝統文化体験事業」
を共育コミュニティ事業として位置づけています
が、今年度は、2年生の家庭科『ミシンを使って
「ウォールポケット作り」』に支援ボランティアとし
て、ベテラン主婦の方に2回授業に入っていただき、
地域の支援が広がってきています。
11月 26 日の「先輩に学ぶ会」には、和歌山大
学４年生の紺谷壮志さんに、エレクトーンの迫力あ
る素晴らしい演奏を聴かせていただきました。今年
も学校・地域・保護者の連携をますます深めていき
ます。

天文台だより
『木星を見てみよう！』

矢動丸　泰（天文台長）

学校だより
『共育コミュニティ事業５年

…地域連携の広がり』　　
紀美野町立美里中学校
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平
成
25
年
中
の
出
動
件
数
は
７

件
で
、
前
年
に
比
べ
て
４
件
増
加

し
て
い
ま
す
。

火
災
種
別
で
み
る
と
、
建
物
火

災
２
件
、
林
野
火
災
３
件
、
車
両

火
災
１
件
、そ
の
他
火
災
１
件
で
、

出
火
原
因
は
焚
き
火
に
よ
る
も
の

が
３
件
、
不
明
が
２
件
、
そ
の
他

が
２
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
種
別

　

建
物
火
災
・
・
・
・
２
件

　

林
野
火
災
・
・
・
・
３
件

　

車
両
火
災
・
・
・
・
１
件

　

そ
の
他
火
災
・
・
・
１
件

12月の消防の動き
●火災発生数…1件（林野）
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 36（１） 36（１）
一 般 負 傷 12（１） 12（１）
交 通 事 故 2（　） 2（　）
そ の 他 4（　） 4（　）
合 計 54（２） 54（２）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

事
故
等
に
よ
る
救
助
件
数
は
４

件
で
、
前
年
に
比
べ
４
件
減
少
し

て
い
ま
す
。
内
訳
は
、
交
通
事
故

２
件
、
そ
の
他
の
事
故
２
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
出
動
件
数
の
状
況

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、
バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
傷
病
者
の
そ
ば

に
居
合
わ
せ
た
人
）
に
よ
る
応
急

手
当
が
極
め
て
重
要
で
す
。
も
し

も
の
時
の
為
に
、
あ
な
た
も
受
講

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

尚
、
現
在
修
了
証
を
お
持
ち
の

方
で
前
回
受
講
し
て
か
ら
今
年
中

に
２
年
を
迎
え
る
方
は
、
再
講
習

を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

■
講
習
内
容

　

（1）
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

　

（2）
大
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

　

（3）
そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す
る

こ
と

■
講
習
時
間

　

９
時
か
ら
12
時
ま
で
の
３
時
間

講
習
で
す
。

■
講
習
場
所　
紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料　

無
料

■
申
し
込
み
期
限

　

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
月

の
20
日
ま
で

■
申
し
込
み
先
（
問
い
合
わ
せ
）

　

紀
美
野
町
消
防
本
部

　

警
防
課
ま
で

　
（
℡ 

４
８
９
‐
６
３
０
２
）

■
そ
の
他

・
受
講
者
数
に
よ
り
、
日
を
改

め
て
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
の
団

体
で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
中
の
救
急
出
動
件

数
は
合
計
５
８
５
件
で
、
前
年

に
比
べ
て
10
件
減
少
し
て
い
ま

す
。
事
故
種
別
ご
と
の
出
動
件
数

で
み
る
と
、
最
も
多
い
の
は
急

病
の
４
０
８
件
（
70
％
）
で
、
前

年
に
比
べ
24
件
増
加
し
て
い
ま

す
。
続
い
て
一
般
負
傷
の
１
０
８

件
（
18
％
）
で
、
前
年
に
比
べ
６

件
減
少
し
、
次
に
交
通
事
故
25
件

（
４
％
）
で
、
前
年
に
比
べ
９
件

減
少
し
て
い
ま
す
。

又
、
救
急
出
動
に
伴
い
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
を
要
請
し
搬
送
し
た
人

数
は
13
人
で
、
前
年
に
比
べ
３
人

減
少
し
て
い
ま
す
。
救
急
医
療
シ

ス
テ
ム
等
を
利
用
し
て
の
「
病
院

紹
介
」
は
２
０
７
件
で
、
前
年
に

比
べ
18
件
減
少
し
て
い
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
時
に
は
、

離
着
陸
場
に
於
い
て
医
師
に
よ
る

専
門
治
療
が
施
さ
れ
る
為
、
離
陸

ま
で
時
間
を
要
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
又
、
砂
ほ
こ
り
や
騒
音
等

で
ご
迷
惑
お
か
け
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
が
、
尊
い
命
を
救
う
為
、

皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

警
戒
出
動
・
そ
の
他
出
動

件
数
の
状
況

救
急
出
動
件
数
の
状
況

警
戒
出
動
件
数
は
０
件
で
、
前

年
よ
り
２
件
減
少
し
て
い
ま
す
。

又
、
そ
の
他
出
動
は
17
件
で
、

前
年
よ
り
２
件
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。
内
訳
は
、
そ
の
他
の
災
害

が
８
件
、
自
然
災
害
５
件
、
焚
き

火
４
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

救
助
出
動
件
数
の
状
況

　

本
年
も
春
の
火
災
予
防
運
動
実

施
に
伴
い
、
左
記
の
通
り
サ
イ
レ

ン
の
吹
鳴
を
い
た
し
ま
す
の
で
火

災
と
お
間
違
え
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

①
吹
鳴
日
時

　

平
成
26
年
３
月
１
日
（
土
）　

７
時
00
分

②
吹
鳴
方
法

　

一
斉
（
１
分
間
）

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
に
つ
い
て

平
成
25
年
中
に
お
け
る
紀
美
野

町
消
防
署
管
内
の
火
災
・
救
急
・

救
助
・
警
戒
・
そ
の
他
の
出
動
件

数
を
紹
介
し
ま
す
。

新
た
に
小
型
動
力
ポ
ン
プ

積
載
車
を
配
備
！

こ
の
度
、
車
両
の
老
朽
化
に
伴

い
新
た
に
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載

車
を
配
備
し
ま
し
た
。

消
防
署
で
は
、
町
民
の
皆
様
方

の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
た

め
、
こ
の
車
両
を
最
大
限
に
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

『 
消
す
ま
で
は　

心
の
警
報　

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
』

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
3
月
2
日（
日
）

３
月
１
日
～
３
月
７
日

春
の
火
災
予
防
運
動
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  寒中お見舞い申し上げます。
先月 12 日（日）に消防訓練初め式と成人式が行われ、605

人の消防団員・消防職員、84 名の新成人の皆さんが式に臨
まれ、それぞれ心新たにしていました。
この時期、寒い日が続きます。特に、受験生の皆さんは健

康管理に十分注意をして、試験に臨んでください。また、16
日には和歌山市で市町村対抗ジュニア駅伝競走大会が開か
れ、各市町村のたすきがつながれます。紀美野町チームへの
声援よろしくお願いします。

町民カレンダー

　暦の上では 2 月 4 日は「立春」なのですが、暖かくなっ
てくるのはまだまだ先ですね。寒い夜は暖かい鍋料理が体
を真から温めてくれるので、我が家では殆ど毎日鍋メニュー
が続いています。材料に魚を入れる鍋料理はあまり作らな
いので、時には魚も食べてみたくなります。
　魚の煮付けは好んで食べる方ではなかったのですが、年
を重ねる毎に煮物料理を好むようになってきました。今回
は魚を使った定番のレシピをご紹介します。炊きたてご飯
にピッタリですよ。

さばの味噌煮
（材料）　さばの切り身（真さば）　2 切
　　　　生姜　　5 ～ 10 ｇ
　　　　白ねぎ　1 本
　　　　Ａ（水 1 カップ・砂糖 大さじ 2・
　　　　　　酒 1/2 カップ・味噌 大さじ 3）

編 集 後 記 紀美野町の人口
総人口…………	10,071 人
　男　…………	 4,695 人
　女　…………	 5,376 人
世帯数…………	 4,527 世帯

（平成25年12月末現在）　　

　紀美野町面積 128.31km2

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第44回） 先ず魚の下処理をしましょう。
１，火通りを良くするためと、皮が破れるのを防ぐために

皮側に 2 ヶ所切り込みを入れる。
2．容器にさばを入れ、熱湯をかけて箸で一混ぜしたら水

にさらし、キッチンペーパーで水気を取る。

（作り方）
１，生姜は皮をむいてせん切りにし、白ねぎは 6 等分に切る。
2．鍋に味噌以外のＡの材料と生姜を入れて、沸騰したら

さばの皮を上にして入れ、白ねぎも入れる。再び沸騰
したら味噌を溶きながら入れ、ふつふつと少し煮詰ま
るような火加減で 10 分程煮て、一度取り出す。

3．（2）の煮汁を焦がさないように煮詰め、少しつやが出
て汁けが半分くらいになったらさばを戻し入れ、温まっ
たら火を止める。

産業課より

防衛省からのお知らせ

●問い合わせ　自衛隊和歌山地方協力本部　有田募集案内所　〒 649-0316　和歌山県有田市宮崎町 106 － 2
　　　　　　　ＴＥＬ　0737 － 82 － 6631　070 － 6589 － 0326
　　　　　　　E-MAIL：recruit1-wakayama@pco.mod.go.jp

募集種目 受付期間 応募資格（年齢）

一般幹部候補生 ２月１日（土）～４月 下旬 平成 27 年４月１日現在、20 歳以上 26 歳未満の者
（22 歳未満の者は大卒、修士の学位を受けた者は 28 歳未満まで）

予備自衛官補（一般） １月８日（水）～４月 上旬 平成 26 年７月１日現在、18 歳以上 34 歳未満の者

予備自衛官補（技能） １月８日（水）～４月 上旬 平成 26 年７月１日現在、18 歳以上 55 歳未満の者
（衛生、語学、整備、情報処理、通信、電気、建設の国家資格保有者）

※応募資格その他、詳細についてはお問い合せ下さい。

日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ（073）

1 日（土） 9:00 ～ 志賀野地区公民館作品展示会【～ 2 日（日）】 志賀野地区公民館 志賀野地区公民館 489-5145

　5 日（水） 11:00 ～ 犬ねこの飼い方講習会【9 日（日）・23 日（日）】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500

7 日（金） 18:30 ～ 第 28 回町民大学講座 中央公民館 生涯学習課 489-5915

16 日（日） 11:00 ～ 和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会 和歌山市 生涯学習課 489-5915

19 日（水） 18:30 ～ 人権を考える公開講座・町 PTA 連合教育講演会 中央公民館 生涯学習課 489-5915

20 日（木） 13:00 ～ 行政相談【～ 15：00】 中央公民館 総務課 489-5912

美里支所 住民室 495-3471
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こ
の
度
、
成
人
式
を
無
事
に
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
、
両

親
を
は
じ
め
私
を
支
え
て
く
れ
た

方
々
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま

す
。

　

私
は
今
、
北
海
道
に
あ
る
大
学

で
勉
強
し
て
お
り
、
家
族
と
離
れ

て
生
活
し
て
い
る
た
め
、
な
お
一

層
責
任
あ
る
行
動
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

成
人
を
機
に
、
一
社
会
人
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
、
節
度
を
持
っ

て
何
事
に
も
挑
戦
し
よ
う
と
思
い

ま
す
。

　皆さんは責任ある大人として、また、社会の
一員として新たな第一歩を踏み出しました。こ
れからは何事にも失敗を恐れずチャレンジし、
自分の人生の目標に向かってしっかりと歩んで
ください。
　新成人４人の方に、二十歳の抱負を述べてい
ただきました。

　

成
人
式
と
い
う
人
生
の
大
き
な

節
目
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
大
変

嬉
し
く
思
う
と
共
に
、
こ
れ
ま
で

私
を
成
長
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
恩

師
、
友
人
、
周
り
の
方
々
、
そ
し

て
家
族
に
心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

成
人
を
迎
え
た
こ
と
で
社
会
の

一
員
と
し
て
の
責
任
を
感
じ
、
社

会
に
貢
献
す
べ
き
大
人
と
し
て
の

自
覚
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
関
わ
る

方
々
を
人
生
の
師
と
し
、
日
々
精

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
無
事
に
成
人
式
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
て
懐
か

し
い
友
人
た
ち
と
再
会
で
き
ま
し

た
。
今
日
と
い
う
素
晴
ら
し
い
日

を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
家
族
や
友

人
、
恩
師
な
ど
多
く
の
方
々
に
支

え
て
い
た
だ
い
た
お
陰
で
あ
り
ま

す
。心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
一
人
の
社
会
人
で
あ

る
自
覚
を
持
ち
、
大
人
の
責
任
を

果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
だ
ま
だ
人
と
し
て
未
熟
な
の

で
、
成
長
し
続
け
る
意
志
を
忘
れ

ず
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き

ま
す
。
そ
れ
ら
の
経
験
か
ら
学
ぶ

こ
と
で
立
派
な
大
人
へ
と
成
長
し

て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
成
人
式
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
、
今
日
ま
で
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
家
族
や
友
達
、
そ
し
て

地
域
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

私
は
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
社

会
の
厳
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ

を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

成
人
し
た
今
、
私
も
人
を
支
え

周
り
を
幸
せ
に
で
き
る
よ
う
な
大

人
に
な
れ
る
よ
う
、
人
と
の
繋
が

り
を
大
切
に
し
よ
う
と
思
い
ま

す
。

二
十
歳
の
誓ち

か

い

成人おめでとうございます。

津本将志さん（野中） 長峯杏奈さん（西野）

友成太加也さん（柴目）大野槙芳さん（野中）


